
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

33,268 24,774 24,774

4.00 3.00 3.00 3.00

27,781

目標に対

する成果

の状況

・上伊那広域連合新ごみ中間処理施設建設に係る環境影響評価準備書他3件について、現地調査等により内容を十分に審査するととも

に、県環境影響評価技術委員や住民意見等を考慮し、事業者に対して知事の意見を交付した。

概　算

人件費

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

将来的に環境影響を少なく、持続的に発展することができる郷土を築くために、環境影響評価制度に基づく対象事業に対して、環境影響

に係る審査を確実に遂行する。そのため、最新の知見及び技術、並びに国、他自治体等の状況を十分に把握し、より効果的な制度の運

用を図っていく。

 概算事業費（B（A）+C） 34,246 26,529 27,652

1,146 2,034 2,878 3,007

978 1,755 1,840

24,774

0 0 0 0

0 0

対象事業に対する知事

意見の提出割合(%)

Aの

財源

0 0 0 0

0 0

100

合計（A) 1,146 2,034 2,878 3,007

補正予算 -1,407 0 0

100 100 100 達成

3,007 目標 成果 達成状況当初予算 2,553 2,034 2,878

項目

現況

（見込）

Ｈ２４
H25

目標

0 0 0 0

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度 24242424年度年度年度年度 25年度 成果目標の達成状況

予

算

額

前年度繰越

合計 2,878 1,840 3,007

（当初）

環境影響評価審査事業 直接

●環境影響評価方法書、準備書等の審査

・長野広域連合B焼却施設建設事業に係る環境影響評価方

法書

・新クリーンセンター建設事業（佐久市）に係る環境影響評価

方法書

・上伊那広域連合新ごみ中間処理施設建設に係る環境影響

評価準備書

●環境影響評価技術委員会等からの意見聴取

●事業者への環境保全に関する知事意見提出

2,878 1,840 3,007

環境影響評価制度の対象となる大規模開発事業等における環境保全に係る適正な配慮を確保するため、環境影響評価に係る審査を

適切に実施するとともに、学識経験者や市町村及び住民からの意見を踏まえ、法令等で定める期限内に、環境保全の見地から事業者

に対する知事意見を提出する。

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H24事業実績

H24 H25

（当初） （決算）

【左記の説明、根拠法令等】

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 環境影響評価法

環境影響評価条例

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

県が関与

する理由

■法令等義務 □内部管理 □県でなければ実施不可　

目指す姿 環境影響評価による環境保全の推進

現状

　環境影響評価法による案件であるリニア中央新幹線建設事業、条例案件である上伊那広域連合、湖周行政事務組合、長野広域連合、

佐久市のごみ焼却施設建設事業について環境影響評価手続きを実施中であり、今後、法案件である中部横断自動車道建設事業の影響

評価が新たに行われる予定である。
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３－２　豊かな自然環境の保全
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事　業　名 環境審査事業費環境審査事業費環境審査事業費環境審査事業費
担

当

課
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